
「流通システム標準の普及拡大と活「流通システム標準の普及拡大と活
用促進のために」用促進のために」
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本日の成果報告会の目的・内容本日の成果報告会の目的・内容

①３年間の流通システム標準化事業の集大成①３年間の流通システム標準化事業の集大成
の発表の発表

②流通ＢＭＳを始めとする流通システム標準の②流通ＢＭＳを始めとする流通システム標準の
導入・利用のお願い導入・利用のお願い

③流通システム標準の今後の在り方（維持管③流通システム標準の今後の在り方（維持管
理・進化の方向性）の御説明理・進化の方向性）の御説明
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流通業界と経済産業省が目指してきたこと流通業界と経済産業省が目指してきたこと

消費財流通の製・配・販三層間の
情報連携をスムーズに行うこと！そのことにより そのことにより

そ
の
実
現
の
た

め
に

販売・在庫情報の共有
共同需要予測・販売計
画
共同商品企画・開発

等

オペレーションの高度化 安全・安心な仕組み作り

間違いのない安全・安心
な商品の提供
商品情報の確実な伝達
消費者サービスの向上

等

流通サプライ
チェーンの全
体最適化を図
る！

消費者満足
度の向上を
図る！

企業間情報シス
テムの共通イン
フラ作りを推進

流通業界全体の情報共有・交換の共通インフラ流通業界全体の情報共有・交換の共通インフラ
基盤としての新たな流通システム標準の誕生！基盤としての新たな流通システム標準の誕生！
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事業の背景①事業の背景① ～周辺環境の変化～～周辺環境の変化～

社会経済環境の変化

・消費の低迷
・消費ニーズの高度化
・人口減少、少子高齢化

等

社会経済環境の変化

・消費の低迷
・消費ニーズの高度化
・人口減少、少子高齢化

等

流通構造の変化

・出店規制等の緩和
・外資系小売業の参入
・業態の多様化

等

流通構造の変化

・出店規制等の緩和
・外資系小売業の参入
・業態の多様化

等

公的制度の変化

・医薬品規制（薬事法）
・食品表示制度（JAS法等）
・トレーサビリティ義務化

等

公的制度の変化

・医薬品規制（薬事法）
・食品表示制度（JAS法等）
・トレーサビリティ義務化

等

ＩＴの進展

・ＩＴの進化・浸透
・ＪＣＡ手順の陳腐化
・固定長ＥＤＩの限界

等

ＩＴの進展

・ＩＴの進化・浸透
・ＪＣＡ手順の陳腐化
・固定長ＥＤＩの限界

等

直面する課題直面する課題

オペレーション高度化
（CRM、カテゴリマネジ
メント、CPFR等）

安全・安心の仕組み
（トレーサビリティ等）

業務の効率化
（伝票レス等）

オペレーション高度化
（CRM、カテゴリマネジ
メント、CPFR等）

安全・安心の仕組み
（トレーサビリティ等）

業務の効率化
（伝票レス等）

本事業の目標本事業の目標

情報共有基盤整備

企業間の情報共有・
交換を低コストで効率
的に

情報共有基盤整備

企業間の情報共有・
交換を低コストで効率
的に

最新のＩＴ
活用

消費財流通を取り巻く環境変化消費財流通を取り巻く環境変化

流通業界を取り巻く環境は、社会経済環境、流通構造、公的制度、IT環境等の様々な面で変化。

流通業界では、こうした変化に対応して、消費者に対して新たな価値を提供していくために、カテゴ

リーマネジメント等のオペレーションの高度化、トレーサビリティ等の安全・安心の確保、業務の効率

化・高度化（例：伝票レス取引の実現）といった対応に迫られている。

こうした対応を講じるためには、企業間で商品や取引に関する情報を低コストで効率的に交換・共有し、

流通業界全体で最適な供給体制（サプライチェーン）を構築することが重要であり、そのための情報共

有の基盤を整備することが必要。
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事業の背景②事業の背景② ～流通業界の事情～～流通業界の事情～
１ 流通業界の課題

２ 流通業界における「標準」の不具合

３ 今までの反省を踏まえ行き着いた結論

☆情報共有手段の老朽化・陳腐化
☆情報交換の内容や方式の標準化の不徹底

なぜ進まない
か？

標準化された新たな
情報共有基盤が必要
だ！

それって「標
準」って言える
の？

業種・業態を超え、ユーザー自らが作り、ユー業種・業態を超え、ユーザー自らが作り、ユー
ザー自らが使い、ユーザー自らが維持管理するザー自らが使い、ユーザー自らが維持管理する
ユーザー主体の新標準の策定ユーザー主体の新標準の策定

心の叫び

心の叫び

情報連携が進まないことによる情報連携が進まないことによる
流通業界全体の非効率性流通業界全体の非効率性

･業界ごとに異なる複数の「標準化」の動き･業界ごとに異なる複数の「標準化」の動き

･作っても皆で「使う」という意識が希薄･作っても皆で「使う」という意識が希薄



現状のＥＤＩを刷新
業種・業態に関わらず多くの企業間取引で同じ仕組みを使えるように

これまでの複数の標準の流れを包含

ＥＤＩコストを低廉化

業務モデルの見直し（業務も含む標準化）
システム面のみならず業務モデルも標準化

業務モデルのあるべき姿（ToBeモデル）についても検討・構築

業務モデルをシンプル化し、データ項目も必要最小限に

運用面の取り決めを徹底（厳密運用）
「現状の業務が回ること」を担保（現状システムの担保ではない！）

実務に不可欠な詳細な運用ルールの制定とその徹底

標準管理の在り方の見直し
ユーザーの手による継続的な維持管理体制の確立
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何が「新しい」のか？何が「新しい」のか？

これまでの反省の上に「使える」標準としたこと！これまでの反省の上に「使える」標準としたこと！



複数業界・複数商材による標準化
～業界ごとの標準検討から流通業界全体での標準化検討へ～

【平成１８年度】 まず、ＧＭＳ・スーパー業界にて検討を開始。

続いて、百貨店業界が検討を開始。

【平成１９年度】 チェーンドラッグストア業界が検討を開始。

【平成２０年度】 ホームセンター業界が検討を開始。

ＧＭＳ・スーパー業界
（ｸﾞﾛｻﾘｰ商材における標準ﾒｯｾｰｼﾞを先行策定）

ｸﾞﾛｻﾘｰ商材 生鮮商材 アパレル（婦人靴）商材

標準メッセージ
の精度向上

商材拡大 商材拡大 業界拡大

医薬品商材

ﾁｪｰﾝﾄﾞﾗｯｸﾞ
ｽﾄｱ業界

業界拡大

百貨店業界
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ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ
業界

業界拡大

DIY商材

事業の経緯事業の経緯 ～業界・商材の拡大～～業界・商材の拡大～
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平成２０年度事業の体制平成２０年度事業の体制

標準の維持管理に関
する組織の検討

標準メッセージの
メンテナンス検討

GS1データバーに関
する検討

物流ラベルの標準化
に関する検討

業界横断的な標準化検討

ＰＭＯ
（事業全体調整管理）

広報普及活動

流通システム標準
普及推進委員会

業界横断的なテーマと各業界の検討テーマを分離して実施。

技術仕様の検討

各業界における標準化検討

スーパー業界 百貨店業界
チェーンドラッグ
ストア業界

ホームセンター
業界

事業２

事業１

事業３ 事業４ 事業５

グロサリー
生鮮（食肉、
水産、青果）

アパレル アパレル 婦人靴 グロサリー
一般用
医薬品

グロサリー ＤＩＹ
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標準の今後更なる普及促進のために標準の今後更なる普及促進のために



効果を出していくために効果を出していくために
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「標準化」とは・・・
皆さまそれぞれの取り組みが、その
まま全体の利益につながり、それが
また皆さまそれぞれの利益に反映さ
れるもの。

皆さまそれぞれが取り組んでいただ
いたことが、結果的に全体がハッ
ピーになることにつながり、更には新
たな動きへの対応投資にもなる！

つまり・・つまり・・

標準化の相関図

全体の全体の
取り組み取り組み

皆さまの皆さまの
取り組み取り組み

皆さまの皆さまの
取り組み取り組み

皆さまの皆さまの
取り組み取り組み

皆さまの皆さまの
取り組み取り組み 「全体利用と厳密な運用」

がポイントです！

「全体利用と厳密な運用」
がポイントです！
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標準の維持管理はなぜ必要か？標準の維持管理はなぜ必要か？
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標準の維持管理組織とは？標準の維持管理組織とは？
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協議会運営の考え方協議会運営の考え方
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標準維持管理のための権利・制度面からのアプローチ標準維持管理のための権利・制度面からのアプローチ

商標使用権に係るルール
については、ＪＩＳ化と
合わせて別途検討中。



中小
スーパー

中小
卸・メーカー

消費者
スーパー 卸・メーカー

生産者／
原材料
メーカー

百貨店

ドラッグ
ストア

・・・

更
な
る
業
態
拡
大

更
な
る
業
態
拡
大

中
小
流
通
業
へ
の

中
小
流
通
業
へ
の

更
な
る
普
及
拡
大

更
な
る
普
及
拡
大

グロサリ

アパレル

生鮮

・・・

原材料

産地から消費者まで領域拡大活用情報の高度化

アレルゲン

産地

クレーム対応

事故対応

商
材
拡
大

商
材
拡
大

経産省事業で確立した標準インフラ基盤（高速道路）上でやりとりする情報（クルマ）の充実化・高度化を
図る方向へ（例：消費者への付加価値 『安全・安心』を提供）

＜標準インフラ基盤の活用＞

標準インフラ基盤活用情報の充実化・高度化

・・・

標準インフラ基盤活用の方向性標準インフラ基盤活用の方向性

◆タテ方向
→今後の標準インフラ基盤
の普及拡大の方向
◆ヨコ方向
→今後の新たな事業展開／
情報の高度化の方向
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情報化・標準化の進展によって、各企業の業務負荷やシステム負荷の軽減に大きな効果が期待される
ところであるが、それだけに留まらず、流通業界が抱える様々な課題の解決や業界構造の変革、また、
安全・安心の実現や、産業全体の最適化や生産性向上などの実現についても期待される。

しかしながら、これらの実現に向けては、一企業だけでは解決できない課題も多く存在することから、今
後とも、業界全体で、また業界横断的に取組を進めていくことが必要となる。
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情報化・標準化の進展によって情報化・標準化の進展によって

情報化・標準化の進展によって、今後どのような「未来の絵姿」に向かって
いくのかを示すことが、更なる普及の誘因にもなる！
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最後に最後に



流通システム標準化事業は、今年度で終了いたします
が、標準化の取り組みは、協議会を中心に、今後も継
続していきます。

「標準」は、多くの皆さまで利用されることで効果は
相乗的に拡大するものです。

また、「標準」は「標準」として使用することが、何
より重要です。

流通業界の各企業の皆さま、業界団体の皆さま、サポ
ートベンダーの皆さまが一体となって生み出されたこ
の「標準」が、今後とも長きにわたり、我が国流通業
の発展を支える基盤として在り続けるよう、みんなで
一緒になって守り育てていきましょう！
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御清聴ありがとうございました。

m(_ _)m
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